
(57)【要約】

このエレベータ装置は、昇降路内を昇降するかごと、前

記昇降路内を前記かごに連動して昇降する釣合重りと、

前記かごおよび前記釣合重りを昇降路内に吊り下げてい

るロープと、このロープを巻き掛けした車と、前記ロー

プを駆動させて前記かごおよび前記釣合重りを昇降させ

る駆動装置と、前記ロープの前記車に対する出入口付近

に設けられ、前記ロープの前記出入口から前記車と前記

ロープとの間に落下物が侵入するのを防止する侵入防止

具とを備え、取付部材に取り付けられた前記侵入防止具

は、取付部材に対して回動点を中心に回動して侵入防止

具の先端と前記ロープとの間の距離が調整されるように

なっている。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
昇 降 路 内 を 昇 降 す る か ご と 、 前 記 昇 降 路 内 を 前 記 か ご に 連 動 し て 昇 降 す る 釣 合 重 り と 、 前
記 か ご お よ び 前 記 釣 合 重 り を 昇 降 路 内 に 吊 り 下 げ て い る ロ ー プ と 、 こ の ロ ー プ を 巻 き 掛 け
し た 車 と 、 前 記 ロ ー プ を 駆 動 さ せ て 前 記 か ご お よ び 前 記 釣 合 重 り を 昇 降 さ せ る 駆 動 装 置 と
、 前 記 ロ ー プ の 前 記 車 に 対 す る 出 入 口 付 近 に 設 け ら れ 、 前 記 ロ ー プ の 前 記 出 入 口 か ら 前 記
車 と 前 記 ロ ー プ と の 間 に 落 下 物 が 侵 入 す る の を 防 止 す る 侵 入 防 止 具 と を 備 え 、
　 取 付 部 材 に 取 り 付 け ら れ た 前 記 侵 入 防 止 具 は 、 取 付 部 材 に 対 し て 回 動 点 を 中 心 に 回 動 し
て 侵 入 防 止 具 の 先 端 と 前 記 ロ ー プ と の 間 の 距 離 が 調 整 さ れ る よ う に な っ て い る エ レ ベ ー タ
装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 車 の 両 側 の 前 記 出 入 口 付 近 の そ れ ぞ れ に 侵 入 防 止 具 が 設 け ら れ て い る 請 求 項 １ に 記 載
の エ レ ベ ー タ 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 侵 入 防 止 具 は 、 前 記 回 動 点 の 箇 所 で あ る 第 １ の 締 付 具 で 前 記 取 付 部 材 に 固 定 さ れ た ブ
ラ ケ ッ ト と 、 押 さ え 板 と 、 前 記 ブ ラ ケ ッ ト お よ び 前 記 押 さ え 板 で 挟 ま れ て 第 ２ の 締 結 具 で
固 定 さ れ た 接 触 片 と を 備 え 、 前 記 接 触 片 の 先 端 は 前 記 ロ ー プ に 指 向 し て い る 請 求 項 １ ま た
は 請 求 項 ２ に 記 載 の エ レ ベ ー タ 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 接 触 片 は 、 弾 性 体 で 構 成 さ れ て い る 請 求 項 ３ に 記 載 の エ レ ベ ー タ 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 接 触 片 は 、 先 端 部 に 複 数 の 前 記 ロ ー プ に 接 触 す る 複 数 の 溝 部 が 形 成 さ れ て い る 請 求 項
３ ま た は 請 求 項 ４ に 記 載 の エ レ ベ ー タ 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 接 触 片 は 、 複 数 の 前 記 ロ ー プ の 配 列 方 向 に 延 び た 幅 広 で 前 記 第 ２ の 締 結 具 が 挿 入 さ れ
た 長 孔 が 基 端 部 に 形 成 さ れ て お り 、 前 記 接 触 片 は 、 前 記 ブ ラ ケ ッ ト に 対 し て 前 記 配 列 方 向
に 移 動 調 整 可 能 に な っ て い る 請 求 項 ３ な い し 請 求 項 ５ の 何 れ か に 記 載 の エ レ ベ ー タ 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 接 触 片 の 前 記 基 端 部 に は 、 前 記 長 孔 に 連 通 し た 通 り 部 が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 通 り 部
に よ り 、 前 記 接 触 片 は 、 前 記 ブ ラ ケ ッ ト 、 前 記 押 さ え 板 お よ び 前 記 第 ２ の 締 付 具 か ら 取 り
外 し 可 能 に な っ て い る 請 求 項 ６ に 記 載 の エ レ ベ ー タ 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 接 触 片 に は 、 さ ら に 他 の 接 触 片 が 重 ね て 設 け ら れ て お り 、 前 記 接 触 片 が 取 り 外 さ れ た
後 、 前 記 他 の 接 触 片 は 、 前 記 第 １ の 締 付 具 を 中 心 に し た 前 記 侵 入 防 止 具 の 回 動 に よ り 、 先
端 が 前 記 ロ ー プ に 接 近 す る よ う に な っ て い る 請 求 項 ５ な い し 請 求 項 ７ の 何 れ か に 記 載 の エ
レ ベ ー タ 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
　 こ の 発 明 は 、 綱 車 等 に 巻 き 掛 け さ れ た ロ ー プ を 駆 動 さ せ て か ご お よ び 釣 合 重 り を 昇 降 さ
せ る エ レ ベ ー タ 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
　 図 １ ０ は 従 来 の エ レ ベ ー タ 装 置 の 要 部 側 面 図 で あ り 、 ロ ー プ ２ の 綱 車 の 出 入 口 付 近 に ロ
ー プ ２ の 出 入 口 か ら 綱 車 と ロ ー プ ２ と の 間 に 落 下 物 が 侵 入 す る の を 防 止 す る 侵 入 防 止 具 ２
０ が 設 け ら れ て い る 。
　 こ の 侵 入 防 止 具 ２ ０ は 、 巻 上 機 １ に 対 し て 摺 動 可 能 な ベ ー ス ２ １ と 、 こ の ベ ー ス ２ １ に
締 付 具 ３ ７ で 固 定 さ れ た 断 面 へ の 字 形 状 の ブ ラ ケ ッ ト ２ ６ と 、 こ の ブ ラ ケ ッ ト ２ ６ と 押 さ
え 板 ３ ２ と で 挟 ま れ 締 結 具 ３ ４ で 固 定 さ れ た 接 触 片 ３ ８ と を 備 え て い る 。 接 触 片 ３ ８ は 、
弾 性 体 で あ る ウ レ タ ン で 構 成 さ れ て い る と と も に そ の 先 端 が ロ ー プ ２ に 接 触 し 得 る 距 離 ま
で 接 近 し て 配 置 さ れ て い る 。
　 と こ ろ で 、 エ レ ベ ー タ 装 置 の 据 え 付 け 時 や 保 守 点 検 時 に 、 コ ン ク リ ー ト 小 片 、 螺 子 、 ナ
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ッ ト 等 の 落 下 物 が 昇 降 路 の 上 部 か ら 落 下 し て 例 え ば 綱 車 に 侵 入 す る こ と が あ る 。 こ の 状 態
で か ご や 釣 合 重 り が 上 下 動 す る と 、 落 下 物 が 綱 車 と ロ ー プ ２ と の 間 に 挟 み 込 ま れ て ロ ー プ
２ を 損 傷 さ せ 、 ロ ー プ ２ の 寿 命 が 著 し く 短 く な っ て し ま う こ と に な る 。
　 そ の よ う な 不 都 合 を 防 止 す る た め に 、 落 下 物 が 綱 車 に 侵 入 す る の を 防 止 す る 侵 入 防 止 具
２ ０ が ロ ー プ ２ の 綱 車 の 出 入 口 付 近 に 取 り 付 け ら れ て い る 。
　 こ の も の の 場 合 、 据 付 レ イ ア ウ ト に よ り ロ ー プ ２ の 振 れ 角 が 変 化 し た と き に は 、 巻 上 機
１ に 対 し て 侵 入 防 止 具 ２ ０ を 摺 動 し て 接 触 片 ３ ８ と ロ ー プ ２ と の 間 の 距 離 を 調 整 し て い る
の で 、 こ の 距 離 は 、 振 れ 角 が 最 大 限 に 大 き く 変 化 す る こ と を 想 定 し て 設 定 し な け れ ば な ら
ず 、 そ の 結 果 巻 上 機 １ に 対 す る 侵 入 防 止 具 ２ ０ の 摺 動 距 離 が 大 き く な り 、 そ れ だ け 侵 入 防
止 具 ２ ０ の 取 り 付 け ス ペ ー ス が 大 き く な っ て し ま う と い う 問 題 点 が あ っ た 。
【 発 明 の 開 示 】
　 こ の 発 明 は 、 上 記 の よ う な 問 題 点 を 解 決 す る こ と を 課 題 と す る も の で あ っ て 、 ロ ー プ の
大 き な 振 れ 角 変 化 に 対 し て 影 響 を 受 け る こ と な く 侵 入 防 止 具 の 取 り 付 け ス ペ ー ス を 小 さ く
て す む エ レ ベ ー タ 装 置 を 得 る こ と を 目 的 と す る 。
　 こ の 発 明 に よ る エ レ ベ ー タ 装 置 は 、 昇 降 路 内 を 昇 降 す る か ご と 、 前 記 昇 降 路 内 を 前 記 か
ご に 連 動 し て 昇 降 す る 釣 合 重 り と 、 前 記 か ご お よ び 前 記 釣 合 重 り を 昇 降 路 内 に 吊 り 下 げ て
い る ロ ー プ と 、 こ の ロ ー プ を 巻 き 掛 け し た 車 と 、 前 記 ロ ー プ を 駆 動 さ せ て 前 記 か ご お よ び
前 記 釣 合 重 り を 昇 降 さ せ る 駆 動 装 置 と 、 前 記 ロ ー プ の 前 記 車 に 対 す る 出 入 口 付 近 に 設 け ら
れ 、 前 記 ロ ー プ の 前 記 出 入 口 か ら 前 記 車 と 前 記 ロ ー プ と の 間 に 落 下 物 が 侵 入 す る の を 防 止
す る 侵 入 防 止 具 と を 備 え 、 取 付 部 材 に 取 り 付 け ら れ た 前 記 侵 入 防 止 具 は 、 取 付 部 材 に 対 し
て 回 動 点 を 中 心 に 回 動 し て 侵 入 防 止 具 の 先 端 と 前 記 ロ ー プ と の 間 の 距 離 が 調 整 さ れ る よ う
に な っ て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
　 図 １ は こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ の エ レ ベ ー タ 装 置 の 侵 入 防 止 具 の 正 面 図 、
　 図 ２ は 図 １ の 侵 入 防 止 具 の 右 側 側 面 図 、
　 図 ３ は 図 １ の 侵 入 防 止 具 の 使 用 態 様 を 示 す 図 、
　 図 ４ は 図 ３ の 侵 入 防 止 具 の 右 側 側 面 図 、
　 図 ５ は 図 ４ の 第 １ の 接 触 片 が 侵 入 防 止 具 か ら 取 り 外 さ れ る 様 子 を 示 す 図 、
　 図 ６ は エ レ ベ ー タ 装 置 が 駆 動 時 の 侵 入 防 止 具 の 使 用 態 様 を 示 す 図 、
　 図 ７ は 図 ６ の 侵 入 防 止 具 の 拡 大 図 、
　 図 ８ は 図 ７ の 侵 入 防 止 具 の 右 側 側 面 図 、
　 図 ９ は 図 １ の 侵 入 防 止 具 の 別 の 使 用 態 様 を 示 す 図 、
　 図 １ ０ は 従 来 の エ レ ベ ー タ 装 置 の 侵 入 防 止 具 の 正 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
　 以 下 、 こ の 発 明 の 好 適 な 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る が 、 従 来 の も の と
同 一 、 相 当 部 材 、 部 位 に つ い て は 、 同 一 符 号 を 付 し て 説 明 す る 。
実 施 の 形 態 １ ．
　 図 １ は こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ の エ レ ベ ー タ 装 置 の 侵 入 防 止 具 の 正 面 図 、 図 ２ は 図 １ の
侵 入 防 止 具 の 右 側 側 面 図 、 図 ３ は 図 １ の 侵 入 防 止 具 の 使 用 態 様 を 示 す 図 、 図 ４ は 図 ３ の 侵
入 防 止 具 の 右 側 側 面 図 、 図 ５ は 図 ４ の 第 １ の 接 触 片 が 侵 入 防 止 具 か ら 取 り 外 さ れ る 様 子 を
示 す 図 、 図 ６ は エ レ ベ ー タ 装 置 が 駆 動 時 の 侵 入 防 止 具 の 使 用 態 様 を 示 す 図 、 図 ７ は 図 ６ の
侵 入 防 止 具 の 拡 大 図 、 図 ８ は 図 ７ の 侵 入 防 止 具 の 右 側 側 面 図 で あ る 。
　 こ の エ レ ベ ー タ 装 置 は 、 昇 降 路 内 を 昇 降 す る か ご （ 図 示 せ ず ） と 、 昇 降 路 内 を か ご に 連
動 し て 昇 降 す る 釣 合 重 り （ 図 示 せ ず ） と 、 か ご お よ び 釣 合 重 り を 昇 降 路 内 に 吊 り 下 げ て い
る ロ ー プ ２ と 、 こ の ロ ー プ ２ を 巻 き 掛 け し た 綱 車 ３ お よ び 綱 車 ３ を 駆 動 さ せ る 駆 動 装 置 で
あ る 電 動 機 を 有 し 、 電 動 機 を 駆 動 さ せ て ロ ー プ ２ を 介 し て か ご お よ び 釣 合 重 り を 昇 降 さ せ
る 巻 上 機 １ と 、 ロ ー プ ２ の 綱 車 ３ に 対 す る 出 入 口 付 近 の 両 方 に 設 け ら れ 、 ロ ー プ ２ に 対 し
て 角 度 調 整 可 能 で ロ ー プ ２ の 出 入 口 か ら 綱 車 ３ と ロ ー プ ２ と の 間 に 落 下 物 が 侵 入 す る の を
防 止 す る 侵 入 防 止 具 ４ と を 備 え て い る 。
　 こ の 侵 入 防 止 具 ４ は 、 巻 上 機 １ に 固 定 さ れ た 取 付 部 材 で あ る 取 付 台 ５ に 第 １ の 締 付 具 ７
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で 固 定 さ れ た ブ ラ ケ ッ ト ６ と 、 押 さ え 板 ２ ２ と 、 ブ ラ ケ ッ ト ６ と 押 さ え 板 ２ ２ と で 挟 ま れ
第 ２ の 締 結 具 ２ ４ で 固 定 さ れ た 第 １ の 接 触 片 ８ お よ び 第 ２ の 接 触 片 ３ ０ と を 備 え て い る 。
第 １ の 接 触 片 ８ お よ び 第 ２ の 接 触 片 ３ ０ は 、 弾 性 体 で あ る ウ レ タ ン で 構 成 さ れ て い る 。
　 第 １ の 接 触 片 ８ は 、 先 端 部 に 複 数 の ロ ー プ ２ に 接 触 す る 複 数 の 溝 部 ８ ａ が 形 成 さ れ 、 ま
た 基 端 部 に 複 数 の ロ ー プ ２ の 配 列 方 向 に 延 び た 幅 広 で 第 ２ の 締 結 具 ２ ４ が 挿 入 さ れ た 長 孔
８ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 第 １ の 接 触 片 ８ の 基 端 部 に は 、 長 孔 ８ ｂ に 連 通 し た 通 り 部
８ ｃ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 通 り 部 ８ ｃ に よ り 、 第 １ の 接 触 片 ８ は 、 ブ ラ ケ ッ ト ６ 、 押 さ
え 板 ２ ２ お よ び 第 ２ の 締 付 具 ２ ４ か ら 取 り 外 し 可 能 に な っ て い る 。
　 第 １ の 接 触 片 ８ に 重 ね ら れ た 第 ２ の 接 触 片 ３ ０ は 、 第 １ の 接 触 片 ８ が 取 り 外 さ れ た 後 に
、 第 １ の 締 付 具 ７ を 中 心 に し た 侵 入 防 止 具 ４ の 回 動 に よ り 、 そ の 先 端 が ロ ー プ ２ に 接 近 す
る よ う に な っ て い る 。
　 こ の エ レ ベ ー タ 装 置 で は 、 据 え 付 け 時 に は 、 先 ず 巻 上 機 １ の 綱 車 ３ に ロ ー プ ２ を 巻 き 掛
け し た 後 に 侵 入 防 止 具 ４ を 取 付 台 ５ に 取 り 付 け る 。 こ の 際 、 第 １ の 締 付 具 ７ お よ び 第 ２ の
締 付 具 ２ ４ を 緩 め 、 第 １ の 接 触 片 ８ の 先 端 部 の 溝 部 ８ ａ が ロ ー プ ２ に 軽 く 接 触 す る よ う に
調 整 す る 。 こ の 調 整 は 、 取 付 台 ６ に 対 す る ブ ラ ケ ッ ト ６ の 角 度 を 変 え 、 ま た 第 １ の 接 触 片
８ を ロ ー プ ２ の 配 列 方 向 に 左 右 に 移 動 さ せ て 行 わ れ る 。
　 こ の よ う に 、 調 整 は 、 取 付 台 ６ に 対 し て 第 １ の 締 付 具 ７ を 回 動 点 と し て 侵 入 防 止 具 ４ を
回 動 し て 行 う こ と が で き る の で 、 従 来 の ス ラ イ ド 方 式 の も の と 比 較 し て 侵 入 防 止 具 ４ の 取
り 付 け ス ペ ー ス が 小 さ く て よ い 。
　 ま た 、 ロ ー プ ２ の 配 列 方 向 に 対 す る 第 １ の 接 触 片 ８ の 移 動 は 、 長 孔 ８ ｂ が 上 記 配 列 方 向
に 延 び て い る の で 、 円 滑 に 行 わ れ る 。
　 ま た 、 第 １ の 接 触 片 ８ は 弾 性 体 で あ る ウ レ タ ン で 構 成 さ れ て い る の で 、 第 １ の 接 触 片 ８
と 接 触 す る ロ ー プ ２ の 破 損 を 防 止 す る こ と が で き る 。
　 こ の よ う に 、 エ レ ベ ー タ 装 置 の 据 え 付 け 時 に 、 最 初 に 侵 入 防 止 具 ４ を 取 り 付 け る こ と で
、 据 え 付 け 時 に 、 コ ン ク リ ー ト 小 片 、 螺 子 、 ナ ッ ト 等 の 落 下 物 が 昇 降 路 の 上 部 か ら 綱 車 ３
に 向 か っ て 落 下 し て も 、 そ の 落 下 物 は 侵 入 防 止 具 ４ の 第 １ の 接 触 片 ８ に 衝 突 し 、 綱 車 ３ と
ロ ー プ ２ と の 間 に 侵 入 す る よ う な こ と は 防 止 さ れ る 。
　 据 え 付 け 完 了 後 は 、 第 ２ の 締 付 具 ２ ４ を 緩 め 、 第 １ の 接 触 片 ８ を 抜 き 取 る 。 こ の 抜 き 取
り は 、 第 １ の 接 触 片 ８ の 基 端 部 に 、 長 孔 ８ ｂ に 連 通 し た 通 り 部 ８ ｃ が 形 成 さ れ て い る の で
、 第 １ の 接 触 片 ８ は 、 ブ ラ ケ ッ ト ６ 、 押 さ え 板 ２ ２ お よ び 第 ２ の 締 付 具 ２ ４ か ら 簡 単 に 取
り 外 し で き る 。
　 こ の 後 、 第 ２ の 締 付 具 ２ ４ を 締 め 付 け る こ と で 第 ２ の 接 触 片 ３ ０ を ブ ラ ケ ッ ト ６ と 押 さ
え 板 ２ ２ と の 間 に 強 固 に 固 定 す る 。
　 そ の 次 に 、 第 １ の 締 付 具 ７ を 緩 め 、 第 ２ の 接 触 片 ３ ０ の 先 端 と ロ ー プ ２ と の 間 の 間 隔 ｔ
が 約 ３ ｍ ｍ 程 度 に な る よ う に 、 取 付 台 ６ に 対 し て 第 １ の 締 付 具 ７ を 回 動 点 と し て 侵 入 防 止
具 ４ を 回 動 し た 後 、 第 １ の 締 付 具 ７ を 締 め 付 け る 。
　 こ の よ う に す る こ と で 、 エ レ ベ ー タ 装 置 の 通 常 の 使 用 時 に 予 想 さ れ る 少 量 の 落 下 物 が 昇
降 路 の 上 部 か ら 綱 車 ３ に 向 か っ て 落 下 し て も 、 そ の 落 下 物 は 侵 入 防 止 具 ４ の 第 ２ の 接 触 片
３ ０ に 衝 突 し 、 綱 車 ３ と ロ ー プ ２ と の 間 に 侵 入 す る よ う な こ と は 防 止 さ れ る 。
　 ま た 、 第 ２ の 接 触 片 ３ ０ は 、 弾 性 体 で あ る ウ レ タ ン で 構 成 さ れ て い る の で 、 ロ ー プ ２ が
第 ２ の 接 触 片 ３ ０ と 接 触 し た と し て も 、 そ の こ と に よ る ロ ー プ ２ の 破 損 を 防 止 す る こ と が
で き る 。
　 ま た 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 据 付 レ イ ア ウ ト に よ り ロ ー プ ２ の 振 れ 角 が 変 化 し た と き に は
、 綱 車 ３ の 両 側 の 出 入 口 付 近 の そ れ ぞ れ の 侵 入 防 止 具 ４ の 取 付 台 ５ に 対 す る 角 度 を 第 １ の
締 付 具 ７ を 回 動 点 と し て 変 え る こ と で 対 応 で き る 。
　 な お 、 上 記 実 施 の 形 態 で は 、 機 械 室 レ ス 巻 上 機 の 綱 車 ３ と ロ ー プ ２ と の 間 に 落 下 物 が 侵
入 す る の を 防 止 す る 侵 入 防 止 具 ４ に つ い て 説 明 し た が 、 こ の 侵 入 防 止 具 は 、 釣 合 重 り の 吊
り 車 等 の 昇 降 路 内 の ロ ー プ を 巻 き 掛 け す る 他 の 車 に も 適 用 で き る の は 勿 論 で あ る 。
　 ま た 、 接 触 片 ８ 、 ３ ０ は 弾 性 体 で あ る ウ レ タ ン を 用 い た が 、 勿 論 こ れ 以 外 の 例 え ば ゴ ム
で あ っ て も よ い 。 ま た 、 接 触 片 ８ 、 ３ ０ の 交 換 は 、 第 ２ の 締 付 具 ２ ４ を 侵 入 防 止 具 ４ か ら
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取 り 外 す こ と で 簡 単 に 行 う こ と が で き る 。
　 ま た 、 取 付 部 材 と し て 巻 上 機 １ に 固 定 さ れ た 取 付 台 ５ を 用 い 、 こ の 取 付 台 ５ に 侵 入 防 止
具 ４ を 取 り 付 け た が 、 場 合 に よ っ て は 、 巻 上 機 に 侵 入 防 止 具 を 直 接 取 り 付 け て も よ い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
　 以 上 の よ う に 、 こ の 発 明 は 、 綱 車 等 に 巻 き 掛 け さ れ た ロ ー プ を 駆 動 さ せ て か ご お よ び 釣
合 重 り を 昇 降 さ せ る エ レ ベ ー タ 装 置 に 適 用 で き る 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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